
 

 

 

 

 

 

8 月２８日（月）、１学年は、前金ケ崎町教育

委員会教育長の千葉祐悦先生をお招きして、

「命と向き合う農業の大切さ」と題した講演会

を実施しました。講演会では、金ケ崎の農業の

話から、農業に携わる方々の動植

物に対する思いや、仕事への覚

悟、世界の食糧に関わる現状、そ

してこれからの農業について、豊

富な資料を提示しながら分かり

やすくお話しいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 千葉祐悦先生のお話を受け、９月６日（水）、

１学年は、金ケ崎町の基幹産業である農業を体

験的に学び、適切な勤労観を養うことをねらい

として「ＪＡ岩手ふるさと金ケ崎地域センター」

「よこみちファーム株式会社」「岩手県立農業

大学校」を訪問し、農業体験学習を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 各事業所の皆様におかれましては、お忙しい

ところ、たいへん丁寧にご指導いただきました。

ありがとうございました。生徒たちは、金ケ崎

町の基幹産業である農業について理解を深め

ることができました。 
◎ＪＡ岩手ふるさと金ケ崎地域センター 

   
◎よこみちファーム株式会社 

   
◎岩手県立農業大学校 

  
 

８月 29 日（火）、2 学年は、奥州市立岩谷

堂幼稚園園長の佐藤良先生をお招きして、震

災学習講話を行いました。先生は震災当時大

槌町立吉里吉里小学校で校長を務められてい

ました。震災当時の状況や体験を、豊富な写

真とともにお伝えいただきました。佐藤良先

生の「岩手に生まれ育ったことに

責任を持って、大震災・津波のこ

とを語り継いでほしい」「もしも

の時、訓練以上のことは決してで

きない。だから、訓練はいつも真

剣に」という強いお言葉を、生徒

は真剣に受け止めていました。 
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９月 6 日（水）、２学年は、陸前高田に震災

学習遠足に行きました。現在の高田松原周辺や、

津波伝承館、復興記念公園の見学、語り部さん

から話を聞くことを通して、震災について理解

を深めました。郷土岩手の将来の担い手として

何ができるか、どう生きるかを考える機会とな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8 月３０日（水）、全校生徒を対象に、未来の

風せいわ病院理事長智田文徳先生による「ここ

ろの健康づくり講演会」を行いました。講演で

は、気持ちがたまってつらくなった時役立つも

のとして、「心のしなやかさ」「自分に自信を持

つこと」「自分の気持ちを分かってくれる人の

存在」「本音で話ができる人の存在」をあげてい

ました。そして、「苦しみが多かったということ

は、充実していなかったということとは異なる

ばかりか、むしろその逆だといってもよいでし

ょう。人は苦しみの中で

成熟し、苦しみの中で成

長するのです。」という

Viktor Emil Frankl の

言葉で講演を締めくく

られました。 

 ８月 2６日（土）、森山運動公園で開催されま

した。入賞者を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 


